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ジャンボタニシ検知ＡＩを活用したジャンボタニシ誘引 の開発・製造駬

菊池　拓仁
チーム名：QUINT

水稲の苗をジャンボタニシが食害することで、収量が大きく減少するうえに対策にかける経費
や労働負荷が高い問題点がある。

そこで、ジャンボタニシを集める餌を設置することで、誘引させたのちに容易に捕獲または防
除が可能になる製品を創り出す。

・新しい解析技術及び、ジャンボタニシ検知AI「ジャンタニソナー」の開発
・ジャンタニコイコイの製造設備の構築
・ベトナムでの運用実証試験
・資材メーカーへの販売交渉

今年度は、「ジャンタニコイコイ」のSNSでの評価が高かったこともあり、国内で約３０か所の
実証実験を実施することができた。
また、ビジコンやポスター発表によって、新たな引き合いもあり、事業化まであと一歩といっ
たところである。
今後は、研究フェーズにおいてドローン散布型の開発を実行し、事業フェーズでは製造設備の
充足化とJAをメインに商談を進めていく予定である。
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